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会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
同
窓
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
同
窓
会
総
会
で
同
窓

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
渡

邉
勇
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
昨
年

ご
逝
去
さ
れ
た
岡
田
義
治
前
会
長

の
御
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
同
窓
会

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

の
ご
協
力
と
ご
厚
情
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
宇
都
宮

工
業
高
等
学
校
は
、
令
和
五
年
に

記
念
す
べ
き
創
立
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
校

は
、
大
正
十
二
年
四
月
、
栃
木
県

立
宇
都
宮
工
業
学
校
と
し
て
創
立

さ
れ
、
の
ち
に
栃
木
県
立
宇
都
宮

工
業
高
等
学
校
と
改
称
し
、
平
成

二
十
三
年
に
京
町
の
旧
校
舎
か
ら

雀
宮
町
の
新
校
舎
へ
新
築
移
転
し

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

同
窓
会
は
、
現
在
会
員
数
三
万

余
名
と
い
う
大
き
な
組
織
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
方
々
は
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
礎
に
は
高
校
時

代
に
培
っ
た
も
の
が
そ
の
多
く
を

占
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校
で

仲
間
と
と
も
に
青
春
時
代
を
過
ご

し
た
と
い
う
思
い
出
は
、
学
科
や

年
代
を
問
わ
ず
共
通
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
予

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
こ
の
創
立
一
〇
〇

周
年
を
機
に
、
改
め
て
高
校
時
代

の
思
い
出
を
呼
び
起
こ
し
、
母
校

に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
宇
都
宮
工
業
高

等
学
校
卒
業
生
と
し
て
の
絆
を
更

に
深
め
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末
に
卒

業
生
の
皆
様
に
「
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
協
賛
の
お
願
い
」
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
折
柄
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
不
安
定
な
状
況
で
あ
り
ま
す

が
母
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
成
功
の
た
め
に
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
宇
都
宮
工
業
高
等
学

校
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
在

校
生
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
二
年
が
経
過

し
、
そ
の
間
、
六
度
に
わ
た
っ
て

流
行
の
波
を
繰
り
返
し
、
教
育
現

場
で
も
対
応
に
苦
慮
す
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。
長
引
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
・
共
生
と
い

う
意
味
で
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
が
一

般
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
六
月
六
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
宇
工
高
同
窓
会
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
新
会
長
に
渡
邉

勇
雄
氏
（
昭
和
三
十
八
年
建
築
科

卒
・
中
村
土
建
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
渡
邉
会
長
は
、
社
業
は
も
と

よ
り
栃
木
県
建
設
業
協
会
長
を
歴

任
さ
れ
、
現
在
は
栃
木
県
建
設
産

業
団
体
連
合
会
の
会
長
に
就
か
れ

て
い
ま
す
。
本
校
を
は
じ
め
、
県

内
工
業
高
校
建
設
系
学
科
の
教
育

に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
も
建
築
科

の
教
員
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
渡
邉
会
長
か
ら
暖
か
い
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
令
和
五
年
に
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
、
宇
工
高
創

立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
牽
引

し
て
い
た
だ
く
実
行
委
員
長
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
（
一
九
二
三
年
：

大
正
十
二
年
）
以
来
、「
一
人
は

一
校
を
代
表
す
」
を
教
訓
と
し
先

輩
方
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
教
訓
は
本
校
初
代

校
長
で
あ
る
、
安　

美
賀
（
や
す

　

み
よ
し
）先
生
の
教
え
で
あ
り
、

一
人
一
人
が
真
の
技
術
者
に
な
る

こ
と
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
力
を
も

つ
こ
と
、
社
会
や
地
域
の
期
待
に

応
え
る
人
材
で
あ
る
こ
と
を
説
い

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
雀
宮
に
移
転
し
て
十
年

が
経
ち
ま
し
た
。
科
学
技
術
高
校

と
し
て
「
進
化
・
深
化
す
る
宇

工
」、「
創
る
グ
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
」
を
育
て
て
い
ま
す
。
多
く

の
地
域
と
の
協
働
の
中
か
ら
、
地

域
に
貢
献
し
た
り
地
域
の
人
た
ち

か
ら
認
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
自
己
有
用

感
を
高
め
、
自
信
を
持
っ
て
一
歩

前
へ
踏
み
出
し
、
未
来
を
切
り
拓

く
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
活
動
を

実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
宇
工
高
の
卒
業
生
の
ひ
と

り
と
し
て
、
ど
の
時
代
に
あ
っ
て

も
教
訓「
一
人
は
一
校
を
代
表
す
」

を
心
の
拠
り
所
に
し
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
同
窓
生
各
位
の
母
校

へ
の
熱
い
思
い
を
継
承
し
、
令
和

五
年
の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
全
力
で
取
り
組
む
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
長

校
長

渡
　
邉
　
勇
　
雄

菅
　
野
　
光
　
広
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大
正
十
二
年
四
月
二
十
日
に

栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
学
校
が

土
木
科
・
建
築
科
・
木
工
科
で

開
校
し
、
い
よ
い
よ
令
和
五
年

四
月
二
十
日
に
創
立
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け

て
様
々
な
記
念
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

令
和
二
年
七
月
に
第
一
回
校

内
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
計

四
回
の
校
内
準
備
委
員
会
の
会

議
を
行
い
、
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の
概
要
・
日
程
・
予

算
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

　

令
和
三
年
六
月
に
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
の
第
一
回
準
備
委
員
会

が
開
か
れ
同
窓
会
長
・
同
窓
会

副
会
長
（
代
表
四
名
）
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
、
学
校

関
係
者
が
加
わ
り
創
立
一
〇
〇

周
年
に
向
け
て
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
や
方
針
、
予
算
案
な
ど
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
十
月
十
八
日
に
第

一
回
校
内
実
行
委
員
会
が
行
わ

れ
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
予
算
書
、

お
よ
び
記
念
事
業
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
し
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
図
は
全
日
制
・
定

時
制
の
教
育
目
標
を
元
に
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、
七
つ

の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

が
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
に

展
開
さ
れ
て
い
く
様
子
を
図
に

表
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
「
宇
都
宮
未
来
都
市
構

想
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
校
の

機
械
系
、
電
気
系
、
建
築
系
、

環
境
系
そ
れ
ぞ
れ
四
系
の
特
色

生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
未
来

都
市
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
、

理
想
の
宇
都
宮
未
来
都
市
を
提

案
し
て
構
想
モ
デ
ル
を
製
作
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
建
築
系
で

は
、
未
来
都
市
構
想
の
図
面
制

作
。
環
境
系
で
は
、
未
来
都
市

構
想
の
模
型
製
作
及
び
交
通
網
、

施
設
配
置
の
図
面
化
。
機
械
系

で
は
校
内
で
の
ス
マ
ー
ト
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
、
自
動
運
転
自
動
車
、

み
ち
び
き
な
ど
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利

用
し
た
有
人
ド
ロ
ー
ン
の
製
作
。

電
気
系
で
は
、
雀
宮
町
な
ど
の

観
光
案
内
ア
プ
リ
の
開
発
（
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
、
歴
史
、
食

べ
物
な
ど
の
情
報
提
供
）
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

委
員
長
：
同
窓
会
長

副
委
員
長
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

　
　
　
　
　

校
長　

同
窓
会
関
係
：
同
窓
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
（
四
名
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

　
　
　
　
　
　
（
四
名
）　

学
校
関
係
：
校
内
実
行
委
員

十
八
名
→
教
頭
（
全
二
、
定
一
）、

事
務
長
、
主
幹
教
諭
（
三
）、
教

務
主
任
（
全
、
定
）、
渉
外
部
長

（
全
、
定
）、
同
窓
会
係
（
全
二
、

定
一
）、
系
長
（
四
）　

※
上
記
以
外
の
校
内
実
行
委
員

等
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
者

が
出
席
、
計
二
十
九
名
、
以
上

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

右
表
は
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
予
算
に
な
り
ま
す
。
七
つ

の
教
育
活
動
支
援
の
他
、
同
窓
会

名
簿
整
理
も
含
め
た
募
金
募
集

費
用
は
、
会
員
数
が
多
い
た
め
案

内
を
出
す
と
か
な
り
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
誌
に
つ
い
て
も
編
集
委
員

会
を
立
ち
上
げ
現
在
編
集
中
で

す
。個
人
募
金
を
三
万
円
以
上（
六

口
）
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
創

立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
十
二
月
二
十
四
日
に

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
協

賛
の
お
願
い
を
全
会
員
に
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
非
常
に
厳
し
い
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
の
た
め
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
知
り
合
い
の
同
窓
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お
声

が
け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
も
し
、
住
所
等
の
変
更

が
あ
る
場
合
に
は
、
宇
都
宮
工
業

高
等
学
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
手
続
き
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回
、

同
窓
会
名
簿
の
整
理
も
兼
ね
て

お
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
も
案

内
状
が
届
い
て
し
ま
っ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
学
校
の

同
窓
会
担
当
ま
で
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。（
封

筒
に
記
入
し
て
あ
る
八
桁
の
個

人
番
号
を
お
伝
え
下
さ
い
。）

　

な
お
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
で
は
、
同
窓
会
名
簿
の
発
刊

は
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。

　

栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等

学
校
同
窓
生
の
力
を
一
つ
に
合

わ
せ
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
が
成
功
裏
に
収
め
ら
れ
ま
す

よ
う
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創立100周年記念事業予算
学校記念事業費…… 1,220 万円

（７つの教育活動支援）

募金募集費用………… 620 万円
（同窓会名簿整理も含む）

１００周年記念誌…… 660 万円
　　　 計　　   ……2,500 万円

栃
木
県
立

宇
都
宮
工
業
高
等
学
校

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
組
織
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今
年
度
の
全
日
制
の
進
路
状
況

は
、
就
職
68
・
６
％
、
進
学
31
・

１
％
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
、
就
職
が
減
少
し
進

学
の
割
合
が
上
昇
し
ま
し
た
。
表

１
は
、
今
年
度
の
就
職
状
況
お
よ

び
進
学
状
況
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

昨
年
度
は
求
人
数
が
減
少
し
ま
し

た
が
、今
年
度
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

表
２
は
過
去
四
年
間
の
求
人
数

お
よ
び
求
人
社
数
の
推
移
で
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
先
行
き

不
透
明
な
こ
と
か
ら
求
人
数
が
減

少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

度
は
求
人
数
、
求
人
社
数
が
一
昨

年
ま
で
に
回
復
し
、
生
徒
が
希
望

す
る
製
造
職
、
保
全
関
係
職
、
建

設
職
に
お
い
て
は
近
年
と
同
様
の

求
人
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
一

回
目
の
入
社
試
験
で
不
合
格
者
に

な
っ
た
生
徒
は
昨
年
度
よ
り
減
少

し
ま
し
た
。

　

進
学
状
況
に
つ
い
て
は
、
進
学

希
望
者
が
九
十
九
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
新
大
学
入
試
制
度
の

導
入
二
年
目
と
な
り
、
学
校
推
薦

型
入
試
、
総
合
型
選
抜
入
試
の
対

策
が
進
み
、
国
公
立
大
合
格
者
数

は
昨
年
の
四
名
か
ら
九
名
と
増
加

し
ま
し
た
。
英
検
二
級
や
数
検
二

級
を
取
得
し
た
生
徒
が
合
格
す
る

割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
次
年
度
も
就
職
・
進
学
と
も

に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
に
な
り
ま

す
。
宇
工
生
と
し
て
誇
り
を
も
っ

て
乗
り
越
え
て
活
躍
で
き
る
人
材

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

　

本
年
度
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
、

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選
で
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県

総
体
で
は
、
準
優
勝
だ
っ
た
た

め
、
部
員
全
員
が
優
勝
を
目
指
し

て
日
々
の
練
習
に
励
ん
だ
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
は
文
星

芸
大
附
属
高
校
と
対
戦
し
、
試
合

開
始
か
ら
本
校
の
オ
フ
ェ
ン
ス
・

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
機
能
し
、
リ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

時
は
同
点
ま
で
追
い
つ
か
れ
る
も

そ
こ
か
ら
引
き
離
し
て
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
、
石
川
県
代
表
北
陸
学
院

高
校
と
一
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。

硬
さ
の
と
れ
な
い
ま
ま
相
手
に
連

続
得
点
を
許
し
て
し
ま
い
苦
し
い

展
開
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
一
人

一
人
が
懸
命
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た

が
、
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
は
東
京
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
ベ
ス
ト
８
を

目
標
に
鹿
児
島
県
代
表
れ
い
め
い

高
校
と
一
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
か
ら
本
校
の

持
ち
味
を
存
分
に
発
揮
し
、
終
始

リ
ー
ド
し
て
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

二
回
戦
は
大
分
県
代
表
別
府
溝

部
学
園
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

相
手
の
留
学
生
の
活
躍
等
に
よ

り
、
前
半
で
大
量
リ
ー
ド
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
後
半
は
本
校
の

オ
フ
ェ
ン
ス
が
機
能
し
、
十
点
差

ま
で
追
い
つ
き
意
地
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
が
、
残
念
な
が
ら

勝
利
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

部
員
は
上
位
大
会
で
勝
つ
こ
と
の

難
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
下
級

生
が
上
位
大
会
を
経
験
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
応
援
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

八
月
四
日
～
六
日
、
奈
良
県
で

開
催
さ
れ
た
、
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
体
育
大
会
第
五
十
四

回
卓
球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

電
車
を
乗
り
継
ぎ
三
時
間
以
上
、

奈
良
の
真
夏
の
暑
さ
と
、
全
国
大

会
へ
の
不
安
、
普
段
は
何
事
に
も

動
じ
な
い
部
員
た
ち
で
す
が
、
内

心
色
々
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
、

当
日
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

定
時
制
の
部
活
動
の
大
会
は
、

年
に
二
回
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち

県
大
会
以
上
の
大
会
が
あ
る
の
は

一
回
の
み
で
す
。
六
月
の
定
通
総

体
で
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
、
全
国

大
会
に
は
行
け
ま
せ
ん
。放
課
後
、

週
三
回
、
三
十
分
余
り
の
練
習
し

か
で
き
ま
せ
ん
が
、四
年
生
一
名
、

三
年
生
一
名
、
二
年
生
一
名
、
一

年
生
二
名
、
そ
れ
ぞ
れ
が
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
各
校
か
ら
出
場
す
る
選
手

の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
一
試
合
一

試
合
を
勝
ち
抜
く
の
が
大
変
困
難

な
状
況
で
す
が
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
部

員
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
と
技
術
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
結
果
は
、
一
回
戦

敗
退
で
し
た
。
し
か
し
、
学
校
行

事
や
他
校
と
の
交
流
な
ど
、普
段
、

人
か
ら
学
ぶ
経
験
が
少
な
い
定
時

制
の
生
徒
に
と
っ
て
、
全
国
の
同

世
代
の
仲
間
と
交
流
で
き
た
こ
と

は
、
大
き
な
成
長
の
一
つ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
成
長
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国公立大

9%

私立大

44%短大

1%

専門学校

31%

能開大

4%

産技校

3%

大学校

1% 未定

7%

進学状況

99名

県内

52%

県外

42%

公務員

6%

就職状況

218名

 

 表２  表１  

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
場
し
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問  

髙
　
﨑
　
　
　
徹

進
路
指
導
部
長  

佐
藤
　
俊
樹

令
和
３
年
度
の
進
路
に
つ
い
て

顧
問  

石
　
野
　
修
　
子

定
時
制
課
程
の
活
動

　
卓
球
部
　
全
国
大
会
出
場
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令
和
三
年
度
定
期
総
会
を
、
令

和
三
年
六
月
六
日
（
日
）、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
中
で

昭
和
三
十
八
年
度
建
築
科
卒
業
の

中
村
土
建（
株
）代
表
取
締
役
会
長・

渡
邉
勇
雄
氏
が
同
窓
会
会
長
と
し

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
挨

拶
の
中
で
令
和
五
年
に
迎
え
る
宇

都
宮
工
業
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年

に
向
け
母
校
へ
の
支
援
を
全
力
で

行
っ
て
い
く
事
を
力
強
く
話
さ
れ
、

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
大
き
く

歯
車
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
松
本

育
夫
氏
が
同
窓
会
の
顧
問
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
何
度
か
宇
都
宮
工

業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
試
合
を
ご

観
戦
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
月
に
石
下
英
和
教
頭
先
生
、

電
子
情
報
科
に
宮
田
真
寿
先
生
が

転
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
塚
敏
彦
先
生
が
栃
木
工
業
高

に
、
今
西
弘
征
先
生
が
那
須
清
峰

高
に
、
室
田
和
彦
先
生
が
今
市
工

業
高
に
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
工
出
身
の
職
員
は
二
十
八
名

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
同
窓
会
長
賞
は
防
衛

大
学
校
・
理
工
学
部
に
見
事
合
格

し
た
電
気
科
三
年
生
井
玲
音
君
、

第
七
十
七
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
５
０
０

ｍ
第
七
位
電
子
機
械
科
三
年
萩
原

由
侑
君
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
定
期
総
会

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
長
賞
・
奨
励
賞

令和３年度役員令和３年度役員

会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
監　査
〃
顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
参　与
〃
〃
〃
〃
〃
〃

渡　邉　勇　雄
今　井　恭　男
甫　坂　茂　樹
増　渕　　　薫
蓮　田　裕　一
宇　梶　智　久
福　田　智　恵
中　島　　　宏
亀和田　　　薫
野　中　伸之助
福　田　嘉　貴
飯　塚　光　雄
板　橋　一　好
猪　瀬　成　男
松　本　育　夫
藤　井　弘　一
阿　部　和　夫
福　田　富　一
菅　野　光　広
大根田　倭　之
嶋　田　繁　雄
小　平　良　長
増　子　四　郎
長　嶋　　　俊
阿久津　好　光
大　橋　正　之

令和３年度予算
①一般会計

収 入 金　5 , 0 8 7 , 9 0 8 円
支 出 金　5 , 0 8 7 , 9 0 8 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　令和３（2021）年４月１日
至　令和４（2022）年３月31日

自　令和２（2020）年４月１日
至　令和３（2021）年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の部

■支出の部

②創立100周年事業費

科　　　目 令和２年度予算額 令和3年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

収入 1,000,000 支出 0 残高 5,000,049

（単位：円）③その他（基金）

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,627,865

足利銀行
51,583,037

日光杉並木基金
20,000,000

９ ４ ， ２ １ ０ ， ９ ０ ２

令和２年度予算額 令和3年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永 久 会 員 費
雑 収 入
基金からの借入金
基金からの振替

計

1,109,810

3,380,000
130,000

0
0

4,619,810

1,517,908

3,440,000
130,000

0
0

5,087,908

408,098

60,000
0
0
0

468,098

懇親会参加費、一般会計利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
青葉高等学園後援費
創立100周年事業費
予 備 費
借 入 金 返 済

計

700,000
400,000
100,000

1,200,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
169,810
500,000

4,619,810

700,000
400,000
100,000

1,200,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
637,908
500,000

5,087,908

0
0
0
0
0
0
0
0
0

468,098
0

468,098

総会・理事会、資料印刷代
通信費・一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費 
香典、生花等
ＨＰ更新料､サーバー費

基金（足利銀行口座）へ返済

全10,000×319人=3,190,000
定10,000×  25人=  250,000

技能五輪教材費、同窓会奨励賞、
卒業記念品、同窓会報、餞別金等

令和２年度収支決算報告

監 査 報 告

①一般会計
収 入 金　4 , 4 6 9 , 8 1 8 円
支 出 金　2 , 9 5 1 , 9 1 0 円
残 　 金　1 , 5 1 7 , 9 0 8 円

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

■収入の部

■支出の部

③その他（基金）

②創立100周年事業費

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,627,865

足利銀行
51,083,037

日光杉並木基金
20,000,000

９ ３ ， ７ １ ０ ， ９ ０ ２

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永 久 会 員 費
雑 収 入
基金からの借入金
基金からの振替

計

1,109,810

3,380,000
130,000

0
0

4,619,810

1,109,810

3,360,000
8
0
0

4,469,818

0

－20,000
－129,992

0
0

－149,992

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
青葉高等学園後援費
創立100周年事業費
予 備 費
借 入 金 返 済

計

700,000
400,000
100,000

1,200,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
169,810
500,000

4,619,810

246,565
13,748

0
729,359
300,000
46,500
65,738
50,000

1,000,000
0

500,000
2,951,910

－453,435
－386,252
－100,000
－470,641

0
－53,500
－34,262

0
0

－169,810
0

－1,667,900

理事会、資料印刷代等
通信費、一般備品等

教育活動後援費
香典等

基金（足利銀行口座）へ返済

全10,000×315人=3,150,000
定10,000×  23人=  230,000

同窓会長賞、同窓会奨励賞
卒業記念品、同窓会報、餞別金等

ＨＰ更新費、サーバ利用料等

一般会計利子、総会参加者会費

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　令和３年５月11日　　　　　監査

収入 1,000,000 支出 0 残高 4,000,049


